





Study on the Seasonal Variation of Outdoor 
Dust Density in 0随 ka

















の測定を行 ったので務理報告する。測定例処は西区所在の本学部研究室の 2 階~からで地上約 4mの
高さである。近くの周辺lζは煙突その他特別の煤態源はない。使用計器はー迎式AirSamplerで10t/
minの股引量，毎時の捕策された浮在住摩挨濃度の測定は反射事の減少度によった。 風速，気温等の
外気条件l立大阪管区気象台の観ðIIJ値lζょった。測定期聞は昭和38年9 月 ~39年 8 月である。
2. 測定結果と考察
2・1 週間の平均，最高，最低浮世をJfJi:挨濃度の季節的変動
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君臨4図 月別時刻sIJのi手活躍盛狭浪度の変動
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月別時刻別の浮世寄塵竣濃度の変
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り 5~8 月には 6 時或いは 7 11~'C 最高値があ
り， 11民放くにおくれて 11月 ~4月にあっては 8
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害事9図 1日平均濃度と平均風速の相関 (11月)
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第10図 1日平均濃度と平均嵐速の相関 (12月)
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第14図 1 H平均漫皮と'IL均風速の似関 (4)J) 
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第17図 1日平均濃度と平均風速の相関 (7月)
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第16図 1日平均濃度と平均風速の相関 (6)'1) 第18図 1日平均泌皮と平均風速の相関 (8月)













(1) 三白H~~j~L 他 : 大気汚染研究会国協議会第3回， 第 4 回総会抄録集(昭和37年， 38年)
(2) 石堂正三郎，他:本紀要，~n2巻， 67頁(昭和40年)
(3) 大阪市総合計刷局公害対2高官官:大阪市におけるスモγ グ発生について(1昭和38年11月 ~39年3 月)
(4) (2)1と記載




( 9 ) 
